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富山第一銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025 年 2 月 21 日 

構造メンテ株式会社 サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト:田中 麻実 

 
格付投資情報センター（R&I）は富山第一銀行が構造メンテに対して実施するポジティブインパクトファイナンス

について国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合
していることを確認した。 

R&I は別途、富山第一銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認し
ている1。今回のファイナンスに関して富山第一銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制の
業務プロセスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

富山第一銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 構造メンテ株式会社 

所在地 富山県射水市 

設立 2011 年 5 月 

資本金 9.5 百万円 

事業内容 構造物補修・補強、コンクリート構造物の剥落防止・断面修復・導水工事、 

既設トンネル内裏込注入（可塑グラウト、ウレタン注入）、ロックボルト工事、 

のり面補修・補強工事、基礎調査（調査ボーリング）・補修関連調査、労働者派遣事業 

売上高 913 百万円（2024 年 5 月期） 

従業員数 19 名（2024 年 5 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

富山第一銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階にお
いて発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。
また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリ
ューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

富山第一銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジ
ティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、富山第一銀行グループ
が掲げる重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

                              
1 2022 年 12 月 26 日付セカンドオピニオン「富山第一銀行 ファースト・ポジティブ・インパクト・ファイナンス実施体制」

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2022/12/news_release_suf_20221226_jpn_2.pdf 
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① 安心・安全なインフラ整備を通じた地域社会への貢献 

インパクトの種類 社会面のポジティブインパクトの拡大 

経済面のポジティブインパクトの拡大 

インパクトカテゴリ 「移動手段」「包括的で健全な経済」 

関連する SDGs 

   

対応方針  インフラ整備工事の受注拡大 

 地域に根差した企業として、地域インフラの整備に貢献 

KPI  年間工事受注件数を毎年増加させ、2029 年 5 月期の年間受注件数を 20 件とす

る。また、全体の件数のうち、半分以上は富山県内の工事受注を目指す 

以降は改めて、目標を設定する 

（2024 年 5 月期実績：全体件数 10 件 、富山県内割合 50%） 

 2029 年 5 月期までに国（国土交通省、防衛省）と富山県の公共工事入札資格を

取得する。以降は取得した資格を維持する 

（現在は富山県内 4 市：富山市、高岡市、射水市、砺波市の入札資格を保有） 

 
② 環境負荷軽減に向けた取り組みの強化 

インパクトの種類 環境面におけるネガティブインパクトの抑制 

インパクトカテゴリ 「気候」 

関連する SDGs 

  

対応方針  電力や軽油をはじめとしたエネルギー消費の見える化と削減 

KPI  2026 年 5 月期までに GHG 排出量の把握（見える化）を行い、以降は前期の排出

量を下回るよう削減を進める 

 2028 年 5 月期までに SBT 認証の取得を行い、以降は計画に沿った GHG 排出量

の削減を進める 
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③ 全従業員が働きがいを持ち、スキルアップできる職場環境の構築 

インパクトの種類 社会面のポジティブインパクトの拡大 

社会面のネガティブインパクトの抑制 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関連する SDGs 

  

対応方針  資格取得支援を通じた従業員のスキルアップ 

 労働安全性を含めた健康経営の強化を通じた従業員の心身の健康増進 

KPI  社内の有資格者※を毎年度 2 名ずつ増加させる 

（2024 年 5 月期実績：21 名） 

※対象資格 

１級土木施工管理技士、１級土木施工管理技士補、2 級土木施工管理技士、 

2 級土木施工管理技士補、測量士・補、コンクリート診断士、コンクリート技士、 

地すべり防止工事士、あと施工アンカー技士、地質調査技士、グランドアンカー

技士、1 級建設業経理士、2 級建設業経理士、登録機械土工基幹技能者、 

危険物取扱者乙種 4 類、特定自主検査事業内検査者 

 

 2027 年 5 月期までに健康経営優良法人（経済産業省）の認定取得 ととやま健康

企業宣言 Step2（金）の認定取得を行い、以降は認定を維持する 

（現在はとやま健康企業宣言 Step1（銀）を保有） 

 

(4) モニタリング 

富山第一銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況
について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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